
日
蓮
遺
文
が
日
蓮
と
そ
の
教
説
の
理
解
に
つ
い
て
の
根
本
資
料
で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
同
時
に
鎌
倉
時
代
史
理
解

に
つ
い
て
の
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
。
と
く
に
鎌
倉
時
代
政
治
史
の
研
究
材
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
日
蓮
の
目
で
と
ら
え
ら
れ
た
鎌
倉

幕
府
要
路
者
た
ち
の
動
き
は
、
他
の
材
料
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
逆
に
日
蓮
遺
文
に
見
え
る
そ
の
者
た
ち
の
事
績
を
明
確
に
す

（
勺
且
）

る
こ
と
は
日
蓮
遺
文
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
紙
数
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
北
条
（
江
馬
）
光
時
・
北
条
（
大
仏
）
宣

時
・
北
条
（
極
楽
寺
）
業
時
の
三
人
に
つ
い
て
、
各
箇
に
説
明
を
し
て
桑
た
い
。

光
時
は
生
没
年
未
詳
。
母
も
不
明
。
時
章
以
下
の
弟
（
大
友
能
直
女
が
母
）
と
は
母
を
異
に
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
不
詳
。
時
章
が
遠

江
二
郎
と
称
し
た
の
に
対
し
越
後
太
郎
と
称
し
て
お
り
、
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
五
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
時
章
以
下

の
兄
弟
は
光
時
の
弟
で
あ
り
、
光
時
が
朝
時
の
嫡
男
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
六
月
二
十
六
日
、
将
軍

頼
経
が
杜
戸
に
遊
び
、
遠
笠
懸
・
相
撲
な
ど
が
行
わ
れ
た
と
き
、
射
手
と
し
て
越
後
太
郎
の
名
が
承
え
る
。
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
光
時

日
蓮
遺
文
に
見
え
る
北
条
氏
一

は
じ
め
に

一
江
馬
光
時

川

添
昭
二

門
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の
初
見
で
あ
る
。
す
ぐ
下
の
弟
の
時
章
は
こ
の
と
き
十
四
歳
で
あ
る
か
ら
光
時
の
年
齢
は
こ
れ
を
少
し
上
廻
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

寛
元
四
年
六
月
十
三
日
ま
で
『
吾
妻
鏡
』
に
所
見
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
公
的
な
史
料
に
は
姿
を
ゑ
せ
な
い
。

『
吾
妻
鏡
』
嘉
禎
二
年
（
二
三
六
）
正
月
三
日
の
境
飯
の
記
事
に
は
越
後
太
郎
と
し
て
象
え
る
が
、
続
く
同
三
年
正
月
二
日
の
境
飯

の
記
事
に
は
遠
江
式
部
丞
と
し
て
桑
え
、
同
年
四
月
十
九
日
に
は
遠
江
式
部
大
夫
と
し
て
象
え
る
。
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
六
月
五
日

に
は
遠
江
式
部
大
夫
光
時
で
あ
る
が
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
は
周
防
守
光
時
と
ぶ
え
、
次
の
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
元
旦
に
は
周

防
右
馬
助
光
時
と
あ
り
同
年
七
月
二
十
日
ま
で
同
様
で
あ
る
か
ら
周
防
守
は
周
防
右
馬
助
の
誤
り
で
あ
る
。
延
応
元
年
八
月
十
六
日
左
馬

助
光
時
と
し
て
ゑ
え
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
正
月
三
日
ま
で
左
馬
助
で
あ
り
、
続
く
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
八
月
十
五
日
に
は
越
後

寛
元
四
年
六
月
出
家
す
る
ま
で
越
後
守
で
あ
る
。
光
時
が
越
後
守
に
な
っ
た
こ
と
は
名
越
氏
家
督
の
上
か
ら
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
父

朝
時
は
承
久
の
乱
の
折
北
陸
道
の
大
将
軍
と
し
て
活
躍
し
、
北
陸
道
の
過
半
に
あ
た
る
加
賀
・
能
登
・
越
中
・
越
後
の
守
護
を
兼
ね
（
他

に
大
隅
）
、
い
わ
ゆ
る
北
陸
道
守
護
成
敗
（
『
吾
妻
鏡
』
貞
応
二
年
十
月
一
日
）
に
主
力
を
注
い
だ
。
と
く
に
越
後
は
守
に
守
護
を
兼
ね

（
⑨
凸
）

て
い
た
。
光
時
は
越
後
守
に
任
じ
、
さ
ら
に
越
後
守
護
を
兼
ね
、
父
の
基
盤
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
守
護
職

は
朝
時
以
後
し
ば
ら
く
所
見
が
な
く
、
光
時
が
帯
任
し
た
史
料
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
絶
無
と
は
い
え
な
い
。
光
時
は
評

定
衆
な
ど
幕
政
機
構
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
。

『
吾
妻
鏡
』
所
見
の
記
事
の
う
ち
主
な
も
の
を
記
し
て
み
る
。
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
三
月
八
日
近
習
番
一
番
に
な
っ
て
い
る
。
暁

飯
出
仕
・
供
奉
関
係
記
事
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
他
の
北
条
氏
一
門
と
て
同
様
で
あ
る
が
、
光
時
の
場
合
、
供
奉
や
使
者
と
し
て
の
任
務

な
ど
に
将
軍
側
近
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
年
を
追
っ
て
強
ま
っ
て
い
る
の
で

守
光
時
と
し
て
象
え
る
。
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あ
る
。
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
十
二
月
五
日
三
浦
義
村
が
卒
す
る
が
、
左
馬
助
光
時
は
将
軍
の
使
者
と
し
て
弔
問
し
て
い
る
。
寛
元
四

年
二
月
二
十
八
日
将
軍
頼
経
は
二
所
詣
に
出
発
す
る
が
、
随
行
者
は
越
後
守
光
時
・
相
模
右
近
大
夫
将
監
時
定
・
相
模
八
郎
時
隆
・
大
宰

少
弐
為
佐
・
但
馬
前
司
定
員
・
備
後
前
司
広
将
・
能
登
前
司
光
村
以
下
の
薮
輩
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
頼
経
の
側
近
者
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
延
応
元
年
七
月
二
十
日
、
頼
経
は
に
わ
か
に
後
藤
基
綱
の
宅
に
赴
い
て
宴
遊
し
て
い
る
。
供
の
者
は
折
節
八
、
九
人
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
は
光
時
を
始
め
、
後
藤
基
綱
・
三
浦
光
村
が
毛
利
季
光
・
藤
原
定
員
等
、
後
の
宮
騒
動
・
宝
治
合
戦
で
連
座
、
自
害
し
た
人
物
を

見
出
す
。
光
時
が
頼
経
側
近
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
宮
騒
動
」
（
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
）
の
経
緯
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
元
四
年
三
月
執
権
経
時
は
危
篤
に
陥
り
、
同
月
二
十
三
日
経
時
第
で
執
権
の
後
継
者
に
つ
い
て
の
秘
密
会
議
が
行
わ
れ
た
。
経
時
の

二
子
は
ま
だ
幼
少
で
あ
り
「
始
終
の
牢
寵
を
止
め
ん
が
た
め
」
弟
の
時
頼
が
執
権
職
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
同
月
二
十
五
日
時
頼
は
執

権
相
続
の
賀
を
う
け
る
た
め
前
将
軍
頼
経
・
将
軍
頼
嗣
を
訪
問
、
同
月
二
十
六
日
評
定
始
め
。
四
月
十
九
日
経
時
は
出
家
し
て
法
名
を
安

楽
と
号
し
、
閏
四
月
一
日
、
年
三
十
三
に
し
て
卒
去
。
同
月
十
八
日
か
ら
鎌
倉
中
物
念
、
甲
冑
を
つ
け
た
武
士
が
巷
に
満
ち
、
二
十
日
に

は
近
国
の
御
家
人
が
馳
せ
参
じ
て
連
日
騒
動
。
五
月
二
十
二
日
安
達
義
景
の
家
中
な
ら
び
に
甘
繩
の
辺
騒
動
。
二
十
四
日
鎌
倉
の
人
民
は

資
財
雑
具
を
東
西
に
運
び
隠
し
、
辻
公
は
固
め
ら
れ
た
。
得
宗
被
官
の
渋
谷
一
族
は
時
頼
の
厳
命
を
守
っ
て
中
下
馬
橋
を
警
護
し
、
御
所

に
通
ろ
う
と
す
る
大
宰
少
弐
為
佐
は
制
止
さ
れ
た
。
夜
半
、
武
装
し
た
武
士
は
、
あ
る
い
は
幕
府
に
馳
せ
参
じ
、
あ
る
い
は
時
頼
の
辺
に

群
集
し
、
巷
説
縦
横
、
光
時
の
逆
心
発
覚
す
と
の
由
で
あ
っ
た
。
二
十
五
日
、
時
頼
第
の
警
固
は
す
こ
ぶ
る
厳
重
で
あ
る
。
但
馬
前
司
藤

原
定
員
が
御
使
と
称
し
て
時
頼
第
に
来
た
が
制
止
さ
れ
て
退
出
。
光
時
は
御
所
中
に
侍
宿
し
て
い
た
が
退
出
し
て
落
錺
し
、
そ
の
髻
を
時

頼
に
献
じ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
左
親
衛
（
時
頼
）
を
追
討
す
べ
き
の
由
、
一
味
同
心

（“）



を
成
し
、
改
変
す
べ
か
ら
ざ
る
の
趣
、
相
互
に
連
署
の
起
請
文
を
書
く
。
そ
の
張
本
は
名
越
一
流
に
あ
る
の
由
風
聞
す
る
の
間
、
こ
の
儀

（
髻
献
上
）
に
及
ぶ
」
と
。
名
越
氏
を
中
心
と
し
て
前
将
軍
頼
経
の
泥
近
者
が
相
互
に
誓
約
を
し
頼
経
を
奉
じ
て
時
頼
を
討
と
う
と
す
る

と
い
う
風
聞
が
あ
る
の
で
嫌
疑
を
晴
ら
す
た
め
に
落
髪
し
髻
を
時
頼
に
献
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

光
時
の
弟
時
章
・
時
長
・
時
兼
等
は
野
心
な
し
と
し
て
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
藤
原
定
員
は
出
家
し
て
安
達
義
景
の
預
り

と
な
り
、
定
員
の
子
息
定
範
は
縁
座
に
処
せ
ら
れ
た
。
六
月
一
日
光
時
の
弟
時
幸
が
卒
去
し
た
。
正
三
位
権
中
納
言
葉
室
定
嗣
の
日
記

『
葉
黄
記
』
に
よ
れ
ば
自
殺
で
あ
る
。
こ
の
方
が
事
実
で
あ
ろ
う
。
六
月
六
日
、
三
浦
家
村
は
ひ
そ
か
に
得
宗
被
官
諏
方
盛
重
（
法
名
蓮

仏
）
を
訪
れ
て
相
談
。
盛
重
は
こ
の
こ
と
を
時
頼
に
連
絡
し
、
家
村
を
座
に
置
き
な
が
ら
御
所
に
参
入
す
る
こ
と
両
三
度
に
及
ん
で
い

る
。
翌
日
、
後
藤
基
綱
・
工
藤
為
佐
・
千
葉
秀
胤
・
三
善
康
持
等
は
評
定
衆
を
除
か
れ
、
三
善
康
持
は
同
時
に
問
注
所
執
事
を
止
め
ら
れ

た
。
六
月
十
日
、
時
頼
亭
で
時
頼
・
政
村
・
実
時
・
安
達
義
景
に
三
浦
泰
村
、
さ
ら
に
得
宗
被
官
の
諏
方
盛
重
・
尾
藤
景
氏
・
平
三
郎
左

（
鴨
時
力
）

衛
門
尉
が
加
わ
っ
て
「
深
秘
の
沙
汰
」
が
行
わ
れ
た
。
十
三
日
、
光
時
こ
と
法
名
蓮
智
は
配
流
さ
れ
て
伊
豆
国
江
間
に
赴
き
、
越
後
の
国

務
以
下
所
帯
の
職
の
大
半
を
収
公
さ
れ
た
。
千
葉
秀
胤
は
上
総
国
に
追
い
下
さ
れ
た
。
二
十
七
日
頼
経
は
鎌
倉
を
出
発
し
て
七
月
二
十
八

日
に
入
洛
し
た
。
光
時
が
伊
豆
に
配
流
せ
ら
れ
た
と
き
の
状
況
は
、
日
蓮
が
建
治
三
年
（
二
一
七
七
）
六
月
二
十
五
日
に
書
い
た
「
頼
基

陳
状
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

故
親
急
務
故
蕊
御
勘
気
か
ふ
ら
せ
給
け
る
時
、
数
百
人
の
御
内
の
臣
等
、
心
が
ば
り
し
候
け
る
に
、
中
務
一
人
最
後
の
御
共
奉
し

て
伊
豆
国
ま
で
参
て
候
き
、
（
定
遺
一
三
五
八
貢
）

こ
れ
は
名
越
（
江
馬
）
氏
被
官
四
条
氏
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
主
家
へ
の
忠
節
を
述
べ
た
段
で
あ
る
。
宮
騒
動
で
光
時
が
勘
気
を
蒙
り

伊
豆
に
配
流
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
御
内
人
が
変
心
し
た
と
き
、
四
条
頼
基
の
父
中
務
某
（
頼
員
と
伝
え
る
）
だ
け
は
最
後
ま
で
主
人
光
時
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の
供
を
し
て
伊
豆
に
赴
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

光
時
は
宮
騒
動
以
後
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
は
全
く
姿
を
消
す
。
そ
の
後
光
時
が
史
料
上
に
姿
を
見
せ
る
の
は
宮
騒
動
か
ら
十
八
年
経
っ
た

と
き
で
あ
る
。
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
西
大
寺
の
叡
尊
が
鎌
倉
に
下
っ
て
き
た
と
き
、
光
時
は
叡
尊
に
菩
薩
戒
を
受
け
て
い
る
。
『
関

東
往
還
記
』
弘
長
二
年
七
月
十
二
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
入
夜
、
越
後
入
道
“
露
光
轆
瞭
華
名
参
、
受
菩
薩
戒
畢
云

を
」
・
五
十
歳
位
の
と
き
で
あ
ろ
う
。
い
つ
の
頃
か
流
罪
を
許
さ
れ
て
鎌
倉
に
い
た
の
で
あ
る
。
家
督
は
早
く
子
息
に
譲
っ
て
い
た
と
承

（
４
竜
）

ら
れ
る
。
蓬
左
文
庫
所
蔵
金
沢
文
庫
本
斉
民
要
術
第
十
裏
文
書
に
次
の
よ
う
な
光
時
の
書
状
が
収
ま
っ
て
い
る
。

（
侯
ヵ
）
（
所
力
）
（
令
）

先
々
令
申
候
訴
訟
事
、
便
宜
之
口
者
、
得
其
意
、
令
加
御
唇
吻
給
者
、
口
望
可
足
候
歎
、
其
子
細
、
以
使
者
口
申
候
、
恐
盈
謹
言
、

七
月
十
日
沙
弥
蓮
智
（
花
押
）

先
々
令
申
候
訴
訟
事
、

七
月
十
日

右
以
外
で
光
時
の
動
静
が
知
ら
れ
る
の
は
、
光
時
の
被
官
で
日
蓮
の
信
者
で
あ
る
四
条
頼
基
が
主
人
の
光
時
及
び
そ
の
子
息
と
信
仰
を

（
５
）

異
に
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
葛
藤
を
通
じ
て
で
あ
る
。
日
蓮
が
「
頼
基
は
父
子
二
代
命
を
君
に
ま
い
ら
せ
た
る
事
顕
然
也
」
と
い
う
よ
う

に
、
四
条
氏
は
父
子
二
代
に
わ
た
っ
て
江
馬
氏
に
仕
え
た
被
官
で
あ
る
。
宮
騒
動
で
光
時
が
伊
豆
に
配
流
さ
れ
た
折
、
ほ
と
ん
ど
の
御
内

（
７
）

人
が
変
心
す
る
な
か
で
伊
豆
配
流
に
随
従
し
た
の
は
頼
基
の
父
中
務
某
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

宮
騒
動
の
と
き
光
時
は
三
十
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
出
家
し
伊
豆
に
退
き
、
家
督
は
子
息
に
譲
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
に
は
鎌
倉

に
い
た
よ
う
で
あ
り
、
江
馬
氏
一
門
に
対
す
る
権
威
は
重
か
っ
た
。
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
の
龍
口
法
難
の
と
き
、
四
条
頼
基
は
腹

で
あ
る
。

光
時
が
宮
騒
動
で
出
家
し
て
蓮
智
と
号
し
た
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
以
後
実
時
卒
去
の
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
十
月
以
前
の
も
の

（
金
沢
実
時
）

謹
上
越
後
守
殿

（”）



を
切
っ
て
日
蓮
に
殉
じ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
法
難
で
日
蓮
教
団
は
大
規
模
な
弾
圧
を
被
る
が
、
頼
基
は
主
家
江
馬
氏
の
庇
護
で
所
領
を
没

収
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
御
内
追
放
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
江
馬
氏
と
四
条
氏
の
主
従
の
絆
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
光
時
は
叡

尊
に
参
じ
て
以
来
、
信
仰
面
で
は
真
言
律
宗
を
深
く
信
仰
し
て
叡
尊
の
弟
子
極
楽
寺
忍
性
を
崇
敬
し
、
そ
の
教
え
に
従
っ
て
念
仏
と
持
斎

に
励
ん
で
い
た
。
頼
基
の
日
蓮
に
対
す
る
帰
信
は
前
述
の
よ
う
に
不
退
の
も
の
で
あ
り
、
信
仰
面
に
お
け
る
主
従
の
葛
藤
は
早
晩
表
面
化

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
江
馬
氏
に
お
け
る
主
従
関
係
は
縦
の
恩
給
・
奉
公
関
係
を
中
心
に
し
て
お
り
、
横
の
被
官
相
互
の
関
係
は
必
ら

ず
し
も
融
和
さ
れ
た
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
頼
基
は
直
情
径
行
で
主
家
へ
の
忠
誠
心
は
深
く
、
江
馬
氏
の
庇
護
も
厚
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ

§
）
で
）

け
に
他
の
被
官
と
の
人
間
関
係
は
対
立
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
信
仰
の
問
題
が
か
ら
承
、
他
被
官
の
頼
基
に
対
す
る
「
謹
奏
」
「
謹
言
」

（
皿
）

と
い
う
形
に
進
承
、
頼
基
は
御
内
を
出
て
被
官
関
係
を
破
棄
し
出
家
し
よ
う
か
と
も
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
頼
基
が
所
領
替
え
、
所
領
没

（
皿
）

収
を
さ
れ
る
危
険
性
も
あ
っ
た
。
日
蓮
は
頼
基
に
対
し
、
文
永
八
年
法
難
に
お
け
る
江
馬
氏
の
庇
護
を
説
き
、
御
内
に
と
ど
ま
っ
て
主
家

（
鯉
）

を
法
華
経
信
仰
に
導
い
て
堕
地
獄
か
ら
救
う
こ
と
こ
そ
主
家
に
対
す
る
真
の
忠
誠
で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
の
問
題
は
、
宗
教
的
に
は
、
当

時
の
鎌
倉
に
お
け
る
日
蓮
門
徒
と
幕
府
権
力
を
背
景
に
念
仏
と
持
斎
を
す
す
め
社
会
福
祉
面
で
幕
府
権
力
を
補
完
し
て
い
た
忍
性
の
動
き

（
皿
）

と
の
対
抗
を
基
調
と
す
る
葛
藤
で
あ
っ
た
。
世
俗
的
に
は
、
幕
府
奉
行
人
の
関
与
も
あ
り
、
御
内
関
係
の
枠
を
超
え
て
処
理
さ
れ
よ
う
と

す
る
方
向
を
も
っ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
、
頼
基
が
医
術
に
よ
っ
て
主
家
の
病
気
を
治
し
、
新
た
な
所
領
を
受
け
、
「
御
象
や
づ
い
（
被

官
と
し
て
の
奉
公
）
を
法
華
経
と
を
ぽ
し
め
せ
」
と
い
う
こ
と
で
、
主
従
関
係
の
宗
教
的
正
当
化
が
な
さ
れ
、
一
応
の
解
決
を
ゑ
た
。
本

問
題
は
信
仰
と
世
俗
の
主
従
関
係
と
の
葛
藤
を
典
型
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
被
官
関
係
の
実
態
ｌ
御
内
法
的
世
界
の
内
実
、
御
内
法

と
幕
府
法
と
の
関
係
、
得
宗
の
一
門
支
配
な
ど
を
考
究
す
る
の
に
好
箇
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

江
馬
光
時
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
。
中
尾
堯
編
『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
三
四
頁
の
元
応
二
年
（
一
三
二
○
）
十
二
月
一
日
千
葉
秀

(5I)



胤
譲
状
に
「
亡
父
井
名
越
殿
遺
骨
を
奉
置
候
之
間
」
と
あ
る
。
名
越
殿
と
は
光
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
北
山
本
門
寺
所
蔵
の
正
和
五
年

（
一
三
一
六
）
閏
十
月
二
十
日
の
日
興
奥
雷
の
「
頼
基
陳
状
」
再
治
本
に
よ
れ
ば
光
時
は
同
年
以
前
に
没
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
『
系
図
築
要
』
は
何
に
よ
っ
た
の
か
「
正
安
二
年
（
一
三
○
○
）
六
月
十
三
入
道
号
蓮
智
」
と
記
し
て
い
る
。
入
道
し
て
蓮
智
と
号

し
た
の
は
宮
騒
動
の
と
き
で
あ
る
が
、
同
年
月
日
は
、
あ
る
い
は
出
家
つ
ま
り
卒
去
の
目
安
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
正
安
二
年
頃
を

卒
去
の
目
安
に
す
る
と
、
八
十
代
後
半
の
卒
去
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
単
な
る
推
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
確
か
な
史
料
の
出
現
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
巧
）

宣
時
は
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
六
月
三
十
日
八
十
六
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
父
大
仏
朝
直
三
十
三
歳
の
と

き
の
所
生
で
あ
る
。
初
名
を
武
蔵
五
郎
時
忠
と
称
し
た
。
『
吾
妻
鏡
』
で
は
建
長
二
年
（
一
二
五
○
）
三
月
二
十
五
日
将
軍
頼
嗣
が
時
頼

第
に
方
違
し
た
折
の
供
奉
人
の
中
に
武
蔵
五
郎
の
名
が
初
出
す
る
。
翌
三
年
元
日
条
に
は
同
（
武
蔵
）
五
郎
時
忠
と
見
え
る
。
弘
長
三
年

（
一
二
六
三
）
八
月
十
一
日
条
ま
で
時
忠
の
名
で
み
え
、
同
月
十
五
日
か
ら
宣
時
の
名
で
出
て
く
る
。
し
か
し
続
く
文
永
二
年
（
一
二
六

五
）
六
月
二
十
三
日
条
の
将
軍
宗
尊
の
時
頼
亭
へ
の
入
御
に
武
蔵
五
郎
宣
時
と
し
て
供
奉
し
た
の
が
同
書
に
お
け
る
最
終
所
見
で
あ
る
。

と
き
に
二
十
八
歳
。
こ
の
間
五
十
ヶ
所
に
わ
た
る
同
書
の
記
事
の
多
く
は
供
奉
関
係
で
あ
る
が
、
近
習
結
番
・
廟
衆
・
格
子
番
・
昼
番
衆

命
）

等
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
流
鏑
馬
・
遠
笠
懸
の
射
手
を
し
て
お
り
、
御
所
の
連
歌
に
も
出
仕
し
て
い
る
。
以
下
、
職
歴
等
を

（
Ⅳ
）

『
関
東
評
定
伝
』
そ
の
他
の
史
料
で
述
べ
て
お
く
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
六
月
二
十
八
歳
で
引
付
衆
に
加
わ
る
。
文
永
四
年
（
一
二

六
七
）
六
月
武
蔵
守
に
任
じ
た
。
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
四
月
、
再
設
さ
れ
た
引
付
衆
に
加
わ
る
。
と
き
に
三
十
二
歳
。
文
永
八
年

二
大
仏
宣
時

（52）



出
な
い
。

（
肥
）

（
一
二
七
一
）
九
月
、
日
蓮
は
佐
渡
守
護
大
仏
宣
時
の
預
り
と
し
て
佐
渡
に
配
流
さ
れ
て
い
る
。
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
七
月
武
蔵
守

を
辞
し
、
同
年
九
月
三
十
六
歳
で
評
定
衆
に
な
っ
て
い
る
。
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
八
月
二
番
引
付
頭
。
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
四

月
一
番
引
付
頭
、
四
十
六
歳
で
あ
る
。
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
三
月
、
幕
府
は
遠
江
・
佐
渡
両
国
守
護
大
仏
宣
時
を
し
て
悪
党
の
こ
と

（
四
）

に
つ
き
緩
怠
な
か
ら
し
め
て
い
る
。
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
八
月
五
十
歳
で
連
署
に
な
っ
て
い
る
。
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
六
月
陸

奥
守
に
任
じ
、
同
年
八
月
従
四
位
下
に
叙
し
て
い
る
。
正
安
三
年
（
一
三
○
一
）
九
月
出
家
し
て
法
名
を
忍
昭
、
永
恩
（
園
）
寺
と
号
し

た
。
得
宗
貞
時
の
出
家
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。
法
号
や
日
蓮
遺
文
か
ら
ゑ
る
と
極
楽
寺
良
観
（
忍
性
）
に
帰
依
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
和
歌
を
よ
く
し
て
勅
撰
集
に
は
『
統
拾
遺
集
』
三
を
初
出
と
し
、
『
新
後
撰
集
』
七
、
『
玉
葉
集
』
六
、
『
統
千
載
集
』
十
、
『
統

後
拾
遺
集
』
五
、
『
風
雅
集
』
一
、
『
新
千
赦
集
』
四
、
『
新
拾
遺
集
』
一
と
数
多
く
入
集
し
て
い
る
。

宣
時
の
父
朝
直
は
時
房
の
男
、
母
は
足
達
遠
元
の
女
。
延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
三
十
四
歳
で
評
定
衆
に
な
り
、
建
長
元
年
（
一
二
四

九
）
十
二
月
二
番
引
付
頭
、
康
元
元
年
（
二
一
五
六
）
四
月
一
番
引
付
頭
に
任
じ
、
備
前
守
・
武
蔵
守
・
遠
江
守
・
武
蔵
守
（
再
）
の
官
途
を

（
一
力
）

経
て
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
五
月
三
日
五
十
九
歳
で
没
し
て
い
る
。
泰
時
の
女
が
そ
の
妻
で
、
得
宗
家
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

時
房
流
の
主
流
を
な
し
た
。
宣
時
が
幕
政
で
重
き
を
な
し
た
の
も
、
右
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』
二
一
五
段

に
、
宣
時
が
老
の
後
の
昔
語
に
、
夜
時
頼
に
招
か
れ
、
「
小
土
器
に
味
噌
の
少
し
つ
き
た
る
を
」
肴
に
、
心
よ
く
数
献
に
及
ん
で
興
に
入

っ
た
、
と
あ
る
。
時
頼
が
親
し
い
一
門
の
若
い
俊
秀
と
交
歓
し
た
様
が
語
ら
れ
て
お
り
、
時
頼
の
一
門
掌
握
に
つ
い
て
の
細
か
い
心
遣
い

（
釦
）

が
知
ら
れ
る
が
、
宣
時
が
泰
時
女
の
所
生
と
す
る
と
、
時
頼
と
宣
時
と
は
従
兄
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
単
な
る
推
測
の
域
を

（”）



弾
正
少
弼
兼
左
馬
権
助
平
業
時
は
『
北
条
時
政
以
来
後
見
次
第
』
『
北
条
九
代
記
』
下
弘
安
六
年
条
等
に
よ
れ
ば
弘
安
十
年
（
一
二
八

七
）
六
月
二
十
六
日
四
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
一
代
要
記
』
は
同
日
四
十
八
歳
で
没
し
た
と
し
て
い
る
。
桃
裕
行
『
北
条

重
時
の
家
訓
』
（
養
徳
社
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
）
附
録
北
条
重
時
年
譜
で
は
、
『
北
条
時
政
以
来
後
見
次
第
』
か
ら
逆
算
し
て
、
業
時

の
所
生
を
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
父
重
時
四
十
五
歳
の
と
き
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
弘
安
十
年
四
十
七
歳
没
で
逆
算
す
れ
ば
仁
治

二
年
の
所
生
と
な
る
。
弘
安
十
年
四
十
八
歳
没
で
逆
算
す
れ
ば
仁
治
元
年
の
所
生
と
な
る
。
こ
れ
は
兄
時
茂
の
年
齢
と
も
関
連
が
あ
り
、

一
々
の
挙
証
は
省
く
が
、
時
茂
は
史
料
に
よ
っ
て
仁
治
元
年
あ
る
い
は
仁
治
二
年
の
所
生
と
な
る
。
つ
ま
り
時
茂
・
業
時
共
に
仁
治
元
年

あ
る
い
は
仁
治
二
年
所
生
説
が
あ
り
、
さ
ら
に
業
時
に
は
仁
治
三
年
所
生
説
も
あ
る
、
と
言
え
る
。
時
茂
が
仁
治
元
年
所
生
、
業
時
が
仁

治
二
年
所
生
と
す
る
と
落
ち
つ
く
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
後
考
に
ま
つ
こ
と
に
し
た
い
。

『
北
条
時
政
以
来
後
見
次
第
』
は
重
時
の
五
男
、
母
は
筑
前
局
と
す
る
、
『
吾
妻
鏡
』
で
は
嘉
禎
三
年
（
三
三
七
）
正
月
一
百
か
ら

陸
奥
七
郎
が
象
え
る
が
業
時
出
生
以
前
で
あ
り
業
時
に
当
て
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
寛
元
元
年
（
二
西
三
）
七
月
十
七
日
の
陸
奥
七
郎

も
業
時
で
は
あ
る
ま
い
。
建
長
二
年
（
一
二
五
○
）
八
月
十
八
日
の
陸
奥
七
郎
は
業
時
十
歳
で
、
或
い
は
業
時
に
当
て
ら
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。
建
長
四
年
（
二
一
五
二
）
四
月
一
日
条
は
明
ら
か
に
陸
奥
七
郎
業
時
と
あ
る
。
業
時
十
二
歳
で
あ
る
。
以
下
文
永
三
年
（
二
一
六

六
）
七
月
四
日
条
ま
で
六
十
四
ヶ
所
の
所
見
が
あ
る
。
多
く
は
供
奉
関
係
記
事
で
あ
る
。
卿
衆
・
格
子
番
・
昼
番
衆
等
を
勤
め
て
い
た
。

蹴
鞠
も
堪
能
で
あ
っ
た
が
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
八
月
六
日
、
広
御
所
で
北
条
時
広
・
押
垂
範
元
ら
と
『
臣
軌
』
の
読
合
わ
せ
に
候

じ
て
お
り
、
好
学
の
程
が
察
せ
ら
れ
る
。

三
極
楽
寺
業
時

（54）



以
下
、
『
吾
妻
鏡
』
『
関
東
評
定
伝
』
『
北
条
九
代
記
』
等
で
そ
の
職
歴
等
を
追
っ
て
お
こ
う
。
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
四
月
弾
正

少
弼
に
任
じ
、
叙
爵
。
同
年
七
月
左
馬
権
助
を
兼
ね
た
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
六
月
引
付
衆
。
同
年
十
一
月
、
十
二
月
、
相
模
左
近

大
夫
将
監
と
と
も
に
小
侍
所
勤
務
の
事
実
を
残
し
て
い
る
。
文
永
六
年
四
月
引
付
衆
再
設
に
と
も
な
い
引
付
衆
と
な
る
。
二
十
九
歳
で
あ

る
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
三
月
、
三
十
六
歳
で
評
定
衆
。
翌
月
左
馬
権
助
を
辞
す
る
。
翌
年
五
月
、
越
後
守
。
同
建
治
三
年
八
月
三

番
引
付
頭
。
弘
安
三
年
（
二
一
八
○
）
十
一
月
駿
河
守
、
翌
四
年
十
月
一
番
引
付
頭
。
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
四
月
四
十
三
歳
で
執
権

時
宗
の
連
署
と
な
る
。
翌
七
年
八
月
陸
奥
守
に
任
じ
た
。
弘
安
十
年
（
二
一
八
七
）
六
月
病
気
で
出
家
し
た
。
法
名
は
蕊
忍
。
『
吾
妻
鏡
』

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
三
月
十
一
日
条
に
よ
る
と
「
弾
正
少
弼
業
時
朝
臣
室
唾
諒
兆
男
子
御
平
産
」
と
あ
り
、
政
村
の
女
を
妻
と
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
系
図
纂
要
』
は
長
時
の
女
が
業
時
の
妻
で
あ
っ
た
と
す
る
。
詳
細
は
不
明
。

な
お
、
文
永
八
年
（
一
二
七
こ
日
蓮
の
「
十
章
紗
」
に
、
問
註
に
関
し
て
「
少
弼
殿
よ
り
平
三
郎
左
衛
門
の
も
と
に
わ
た
り
て
候
と

ぞ
う
け
給
候
」
（
定
遺
四
九
二
貢
）
と
あ
り
、
裁
判
が
弾
正
少
弼
兼
左
馬
権
助
で
引
付
衆
を
し
て
い
た
業
時
の
手
か
ら
得
宗
被
官
の
上
首
平

頼
綱
の
も
と
へ
移
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
龍
口
法
難
を
前
に
し
た
緊
張
の
段
階
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
広
く
日
蓮
と
武
士
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
成
元
昭
「
御
遺
文
に
登
場
す
る
武
人
を
め
ぐ
っ
て
」
（
宮
崎
英
修
・
茂
田
井
教
亨
編
『
日
蓮
聖
人

研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
）
、
佐
々
木
馨
「
日
蓮
と
武
士
」
（
『
仏
教
史
学
研
究
』
二
十
一
巻
二
号
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
）

な
ど
が
あ
る
。
北
条
氏
の
得
宗
被
官
と
日
蓮
と
の
関
係
に
つ
い
て
拙
文
「
日
蓮
と
武
士
と
の
関
係
」
）
『
日
本
仏
教
』
八
号
、
昭
和
三
十
五
年
五
月
）

が
あ
り
、
南
条
氏
・
宿
屋
氏
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
粗
漏
な
の
で
改
稿
を
期
し
て
い
る
。

（
２
）
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
四
年
六
月
十
三
日
条
。

、

（
３
）
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
日
興
書
写
の
未
再
治
本
で
は
、
「
君
ノ
大
方
ノ
御
不
審
を
蒙
せ
給
て
」
と
現
在
形
で
記
述
し
て
い
る
。
光
時
は
建
治

三
年
当
時
は
ま
だ
健
在
で
あ
る
。

（”）



（
４
）
『
鎌
倉
遺
文
』
十
五
’
二
五
八
七
。

（
５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
高
木
豊
『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』
第
五
章
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

（
６
）
日
蓮
は
江
馬
氏
の
被
官
に
つ
い
て
、
宮
騒
動
の
と
き
は
「
数
百
人
の
御
内
の
臣
等
」
（
「
頼
基
陳
状
」
定
遺
二
一
五
八
頁
）
と
言
っ
て
い
る
が
、

光
時
の
子
江
馬
四
郎
の
出
仕
に
つ
い
て
は
「
御
と
も
の
さ
ぶ
ら
ひ
二
十
四
五
」
（
「
四
条
金
吾
殿
御
書
」
定
遺
一
四
三
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

（
７
）
こ
れ
は
一
つ
に
は
四
条
氏
の
所
領
が
伊
豆
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
由
る
。

（
８
）
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
建
治
三
年
、
定
遺
一
三
○
一
頁
。

（
９
）
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
弘
安
二
年
九
月
十
五
日
、
定
遺
一
六
六
五
頁
。

（
ｍ
）
「
四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
菱
事
」
建
治
二
年
七
月
十
五
日
、
定
遺
二
八
七
’
八
頁
。

（
皿
）
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
建
治
二
年
九
月
六
日
、
定
遺
一
二
五
九
頁
、
「
四
条
金
吾
殿
御
返
事
」
弘
安
二
年
九
月
十
五
日
、
定
遺
ニ
ハ
六
五
頁
。

（
胆
）
「
頼
基
陳
状
」
定
遺
一
三
五
九
頁
。

（
咽
）
右
同
三
一
四
六
頁
。
「
頼
基
陳
状
」
の
冒
頭
に
島
田
左
衛
門
入
道
殿
・
山
城
民
部
入
道
殿
と
見
え
る
。
一
な
の
挙
証
は
し
な
い
が
、
両
人
は
鎌
倉

幕
府
の
奉
行
人
で
あ
る
。
両
人
の
承
わ
り
で
あ
る
こ
と
は
、
事
件
が
御
内
関
係
を
超
え
て
処
理
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
皿
）
「
檀
越
某
御
返
事
」
弘
安
元
年
四
月
十
一
日
、
定
遺
一
四
九
三
頁
。

（
ど
大
仏
宣
時
に
つ
い
て
は
、
山
川
智
応
「
武
蔵
守
宣
時
の
人
物
事
蹟
位
地
権
力
と
そ
の
信
仰
」
（
『
日
蓮
聖
人
研
究
』
第
二
巻
、
新
潮
社
、
昭
和
六

（
皿
）
「
檀
越
某
御
返
市

（
晦
）
大
仏
宣
時
に
つ
唾

年
十
月
）
が
あ
る
。

（
通
）
御
家
人
制
研
究
会
編
『
吾
妻
鏡
人
名
索
引
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）
・

分
）
『
高
野
山
文
書
』
『
佐
渡
志
』
な
ど
に
相
論
裁
決
に
つ
い
て
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
瀬
野
精
一
郎
編
『
筑
後
国
三
潴
荘
史
料
』
（
九
州
荘
園
史

料
叢
書
一
四
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
）
所
収
文
書
に
よ
れ
ば
、
同
庄
に
宣
時
の
所
領
が
あ
っ
た
。

（
岨
）
「
土
木
殿
御
返
事
」
定
遺
五
○
三
頁
そ
の
他
。

（
皿
）
「
新
編
追
加
」
、
な
お
、
佐
藤
進
一
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
（
東
大
出
版
会
、
昭
和
四
十
六
年
六
月
）
該
当
項
参
照
。

（
卯
）
金
沢
正
大
「
仁
治
三
年
順
徳
院
崩
御
と
六
月
関
東
政
変
」
（
Ⅲ
）
（
『
政
治
経
済
史
学
』
虹
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
）
、
渡
辺
晴
美
「
北
条
一
門

大
仏
氏
に
つ
い
て
」
（
上
）
（
『
政
治
経
済
史
学
」
皿
、
昭
和
五
十
年
一
月
）
に
、
こ
の
種
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（56）


